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最先端研究の推進
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高速 パルス
極めて短いバースト光から 

知見を得る。

ケシャヴ・ダニ准教授は、米国出身の物理学者。彼のチームでは、応用面で大変期待がかかっ
ている2D物質の特性をよりよく理解するために、超高速光パルスを用いている。
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取るべき行動を嗅ぎつける
マウスの脳が匂いを察知した途端、複雑な神経過程が起こる。

福永泉美准教授は、臭いを運ぶチューブが組み込まれたこのような箱型の装置を使って、実
験を行っている。
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世界最高水準を可能にする大学運営
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伝統に囚われないアプローチ
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世界最高水準を 可能にする大学運営
国際的な大学である OISTは斬新な発想で運営されている。
管理部門の体制から研究室のデザインまで、 

新たな手法を開拓している。

研究室の構造
それぞれの研究棟には複数の研究室が入っており、それぞれのテーマに取り組んでいる。研究職員は、さまざまな研究分野から
来ている。効率性のため、消耗品・実験装置・コンピューターなどのリソースは共同で利用している。

研究室・研究棟・大学全体の各レベルで、集
中管理と学際研究のパターンが現れるような
組織構造を目標としている。

現時点では、生命科学と物理科学の研究者の
比率はほぼ半々だが、今後、強みとなる分野
が現れてきた場合には、変化する可能性がある。

事務職員は各研究棟の

中心部にいる︒

管理部門が入るセンター棟




